
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月20日1回・全戸配布

写 四
1988 こJ:09。vo0;

~ ~ 

‘’‘.、'
0 0 

°。°。°。0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
＾ ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^．^ 

繹繹翁癖器鼓緑躊泰器認怒( No. 60 

物産展を
今年 2回目の物産フェアを三越松山店で 3月15日から 1週間開催しました。

デバートで開催

出品物は、 5色かりんとう、しいたけ佃煮、ゆず酢など当町特産品を主体にした25種

類の商品でしたが、今回は草もちつきとかきもち油揚げの実演を行い人気を呼びました。

＝草もちつきの実演も＝

このフェアは、特産品の宣伝、販路拡大、流通最前線での職員研修をねらいとして、

デパートやス ーパーで定施しているもの一還です。特産品の販売には、各市町村とも格

段の力を注いでおり、消費者志向を的確に把握した商品をいかに開発するかが課題となっ

ています。

〔写真：三越松山店 1階食料品売場で3月15日〕

・ゾ．磁錢 今月号の主な内容
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＝町報＝

Rリフレッシュふるさと事業が完成…2~3
Ill鹿野） 1 1 花まつり案内•……....…•5 
蔓農業者年金に加入を…………… 6
Illごみ袋の指定について………… 7

＝農林だより ＝

Illきゅうり部会総会・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

衡マル優制度が変ります………… 9
卍農機具点検日程表・・..……...…•• 9 
衡木材市況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10
*今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝公民館報＝

卍文化協会（展示・芸能）発表……12
卍肱JII中人権作文・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
唖父母の教室老人と交流…………15

人 口 3. 7 17人 (+1)~

男 、1..811 人（ー 1,'）~

女 1.906人 (+2)

世帯数 1, 049幕（士0)

（昭和臼年2月四日現在）
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ュふるさ と事業が完成

命名して4月8日オープン
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ビジターハウス……軽食、喫茶、休憩をすることができ、コイやアユなど

30種類の淡水魚を鑑賞できる水槽もあります。
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昭
和
六
十
一
年
四
月
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
た
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ふ
る
さ
と
事
業
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
施
設
一
帯
は
鹿

鳴
園
と
命
名
し
て
、
四
月
八
日
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
野
川
湖
を
眼
下
に
望
む
ニ
・
五

ha
の
丘
陵
に
整
備
さ

れ
た
施
設
は
ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
（
鉄
筋
二
階
建
三
一
六
．

八
面
）
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
全
天
候
型
三
面
）
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー

ル
（
横
八
m
•
縦
十
五
m
)
、
ケ
ビ
ン
（
五
棟
）
、
芝
生
広
場

な
ど
が
、
総
事
業
費
二
億
四
千
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
当
町
の
満
々
と
水
を
湛
え
る
湖
、
安
ら

ぎ
の
あ
る
緑
、
変
化
に
富
ん
だ
山
々
、
き
れ
い
な
空
気
な

ど
を
生
か
し
、
疲
れ
た
心
身
を
い
や
す
自
然
保
養
地
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
施
設
を
も
と
に
都

全天候型3面あるテニスコート

市
と
の
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
産
業
振
興
を
図
っ
て

過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
若
者
が
定
住
で
き
る
活
力
あ

る
町
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
町
内
の
人
た
ち
の
園
遊
は
も

ち
ろ
ん
、
都
市
か
ら
の
来
訪
者
に
広
く
解
放
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
の
落
成
式
は
、
き
た
る
四
月
八
日
に
行
わ
れ

ま
す
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
と
し
て
、
わ
が
国
テ
ニ
ス

界
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
活
躍
し
た
神
和
住
純
氏
（
現
在
テ

レ
ビ
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ

ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
）
が
来
園
し
て
模

範
演
技
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
鹿
鳴
園
に
は
鹿
数
頭
が
放
園
さ
れ
る
予
定

で
現
在
、
宮
島
か
ら
お
興
入
れ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
ず

自
分
の
心
の
中
に

風
を
お
こ
せ

二
月
五
日
、
森
林
組
合

総
会
で
祝
辞
を
述
ベ
ー
、
時

代
の
転
換
の
大
き
な
流
れ

が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
ま

で
ど
お
り
農
林
業
を
真
面

目
に
、
コ
ッ
コ
ッ
と
や
っ

て
い
る
だ
け
で
は
済
ま
な

い
世
の
中
に
な
っ
て
き
た
。

「生
産
」
を
主
体
に
し
た
村
の
姿
を

塗
り
か
え
て
い
か
ね
ば
生
き
て
い
か

れ
な
い
。
そ
ん
な
時
代
に
な
っ
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
然
、
資
源
、

生
産
、
商
工
、
観
光
、
交
流
、
年
中

行
事
で
も
な
ん
で
も
、
持
っ
て
い
る

も
の
総
て
を
組
合
せ
て
、
町
の
姿
を

画
い
て
い
く
ほ
か
な
い
。
悪
戦
苦
闘

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

努
力
し
て
新
し
い
方
向
を
見
出
し
、

創
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
苦
し
い
け
れ
ど
、
ヘ
コ
た
れ
ず

頑
張
り
た
い
。
コ
ブ
シ
を
握
っ
て
、

天
を
突
く
勢
い
で
、
函
菜
諏
ろ
う
」
。

そ
ん
な
話
を
し
た
。

周
藤
春
馬
さ
ん
が
、
祝
宴
を
、
「
万

オ
」
で
な
く
、
コ
ブ
シ
を
上
げ
て
、

祠
張
ろ
う
」
で
し
め
く
く
っ
て
下

さ
っ
て
、
私
は
大
変
感
激
し
た
。
風

の
源
は
自
分
自
身
に
あ
る
。
町
民
の

心
の
中
に
あ
る
。

風 侶

（
町
長



(3)領臥龍） 詞 田 島

ー／ 
明
治
外
交
の
一
っ
の
舞
台
と
な
っ

た
「
鹿
鳴
館
」
は
有
名
で
す
。
そ
の
名

「鹿
鳴
」
は
詩
経
か
ら
出
た
も
の
で
あ

り
、
昔
、
中
国
で
官
吏
登
用
試
験
合
格

者
を
送
る
宴
嘉
賓
を
も
て
な
す
宴

を
「
鹿
鳴
の
宴
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

社
交
の
場
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

当
地
方
に
は
む
か
し
、
鹿
が
多
く

お
り
、
「
鹿
野
川」
の
地
名
が
そ
れ
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
地
縁
が
あ
る
「

鹿
」
を
飼
い
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
今
回
そ
れ
が
実
現
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
鹿
の
鳥

き
声
も
聞
け
[

口
口ぃ〗
い
ゞ

ー
ガ
叫
外
J
ユ
ー

る
さ
と
業
は
、
ビ

ゞ
タ
ー
（
来
訪
者
、
客
）
に
元
気
回
偶

し
て
材

ん
ぉ
う
と
い
う
施
設
で
す
。

「鹿
鳴
の
宴

↑
氾
＼

へ
も
遮
当
で
は

な
い
か
、
と
い
う
↓
と
で
命
名
さ
れ

ま
し
た
。

／
／
／

J

「鹿
鳴
園
」
の
命
名
に
つ
い
て

リフレッ
ろくめいえん

「鹿鳴園」

シ

と

ケビン……各槽にバス、

鹿鳴園各施設の利用料金一覧

トイレ、寝具、炊事用具が設備してあります。

施設名 基 準 利用者 使 用 料 金

基本料 超過料金
1泊 （午後 4時

ピジタ ー
ケピン ～午前10時） 6,000円 5名以上 1名につき1,000円

1棟 4人 まで 年＝亡民 5,000円 5名以上 1名につき 70 0円

平 日 土 日 祝 日

テニス
1面 1時間当り

ピジター 8 0 0円 1, 0 0 0円

コート 町民 6 0 0円 8 0 0円

会 員 年会費 12,000円

ラケ ッ 卜 1時間 1本当り 2 0 0円
テニス

シューズ 1時間 1足当り 2 0 0円
用 具

ボ ル 無 料

1 日当り 大 人 2 0 0円
レ ジ ャー

1 0 0円
プール

ピ ジ ター
子 供

及び 町民 幼稚園児以下無料

ピ ジタ ー ミーティングルーム 半日(4時間） 1,000円
夜間 （午 後 6時以降 ）

ハウス
1, 5 0 0円

ロ ッカ ー 1区画 1 0 0円 シャワー無 料

必`

（問い合わせ先…••…役場産業課）

加原吋 l3町民佼用杓令立 7J)9す，
園には鹿数頭も放たれます。
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農林会館会議室での設立総会

去
る

二
月
二
十
九
日
肱
川
町
内
の

専
業
農
家
十
八
人
が
集
ま
り
中
核
農

業
者
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
経
営
作
目
の
違
う
人
た

ち
が
一
同
に
会
し
、
今
後
の
農
業
を

ど
う
進
め
れ
ば
良
い
か
、
同
じ
悩
み

を
持
つ
仲
間
が
真
剣
に
話
し
合
っ
て

新
し
い
農
業
の
方
向
を
探
っ
て
行
こ

う
と
い
う
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

3月4日 特産センターを訪れた重信町婦人農業大学の皆さん

標準小作料昭和62年4月1日改定 (lOa当り：円） 農作業賃金目安表

設
立
総
会
は
世
話
人
代
表
の
藤
井

正
さ
ん
が
設
立
の
提
案
を
行
っ
た
あ

と
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
事
業
計
画

及
び
予
算
、
協
議
会
の
規
約
等
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
に
は
会
長
に
藤
井
正
さ
ん

（
小
薮
）
、
副
会
長
に
永
田
喜
洋
さ

役
場
で
も
、
団
体
で
も
新
た
な
事

へ
取
り
組
む
時
や
、
現
在
推
進
し
て

い
る
事
業
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
た

時
等
に
は
近
隣
町
村
へ
出
か
け
た
り
、

県
外
等
の
先
進
地

J
[
9
[
[
 

地

人

や

問

題

解

決

の

方

法
等
を
勉
強
し
て

手
本
と
す
る
こ
と

進
諒

。

先

？

に

な

り

ま

す

。

者

当

町

で

も

町

議

察

会

、

各

種

団

体

等

も
川

一

視

で

全

国

津

々

浦

々

"

"

間

ま

で

出

か

け

ら

れ

,

'

年

視

察

研

修

さ

れ

た

こ
と
が
今
日
の
肱

川
町
の
農
林
業
始

肱

め
種
々
の
事
業
に

［
 

生
か
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
町
の
特
産
開
発
推
進
事
業
も
肱

川
町
の
活
性
化
対
策
を
模
索
す
る
中

で
先
進
地
視
察
や
参
考
書
を
ひ
も
解

若
い
農
業
者
結
集

中
核
農
業
者
協
議
会
を
設
立

ん
（
中
居
谷
）
、
監
事
に
中
本
寿
男

さ
ん
（
大
屋
敷
）
、
東
修
司
さ
ん

（
柳
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

総
会
の
あ
と
大
洲
農
業
改
良
普
及

所
の
河
野
弘
所
長
よ
り
「
地
域
農
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
中
核
農
家

の
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
会
の
事
務
局
は
役
場
農
業
委

員
会
に
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
、
加
入
等
の
申
し
込
み
な

ど
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

く
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
た
も
の
だ
と

い
え
ま
す
。
そ
う
し
た
成
果
が
今
、

逆
に
先
進
事
例
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
昨
年
五
月
か
ら
今
年

三
月
上
旬
ま
で
に

「ひ
じ
か

わ
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
」を

訪
れ
た
人
は
、
県
内
外

よ
り
三
十
五
組
、
七
二

0

人
に
な
り
ま
す
。

（
余
文
）来

町
者
は
土
産
品
を

買
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

一
人
千
円
と
し
て
も

(
7
2
0
A
X
L
O
O
O
F
]
 

1
1
7
2
0
,
 OO

O
P
:
I
)
 

食
事
を
す
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
、
視
察
者
に

よ
る
売
り
上
げ
は
、
百

万
円
以
上
に
な
り
ま
す
。

あ
る
町
の
幹
部
は
こ

れ
を
、
「
視
察
産
業
」

と
呼
び
大
い
に
歓
迎
し

て
い
ま
す
。

各町村とも、むらおこし、

まちづくりと、地域活性化のた

め「何かをしなければ！」と一

生懸命です。当町も追われる立

場のようですが、先にもまだま

だ多くの町村が走っております。

良い事は見習い、独自性も出し

ながら「自分の住む所のことは

自分が考えなきゃ、誰が考えて

くれる。」意識を持って他町村に

遅れることなく、．視察を受けら

れるような町づくりを考えたい

ものです。

鵬 ,Jf'I料0場津顧 備 考

円

― → 生讀でク--嶋、ク産-農-整ー-業量-備・-用コ-完-噌（ン•水了＊パ-又稲-葬イ-は-4等ン-80こ-利が-れは-整用-に-可鑽）-準-能さ-じ-れな-る-農た-と-地、-こト--ろラ-田上 30,000 

--生--産---量----（-水--稲---4-2-0-kg---)------------
の中 20,000 上田より規模等のやや劣る ところで、

耕運機・パインダー利用可能な農地

部下
-生--産--量--・・ -（-水--稲---3-4-0-kg---) ---------• -• 

8,000 上田・中田以外のところで、機械化作業

が困難な農地

盆畑 畑については、主たる作物の選定が

むし‘ず か し く 、 標 準 小作料の設定はしな

注意：金額は作付面積当たりですので畦の部分は除きます。

項 目 区分 賃金

田植作業 (1日当り）
男 5,200円

水 女 4,000円

6,500円

田田植機 (10a当り） I 

8,000円

作
春田おこし (10a当り）

山田 10,000円

沖田 8,000円

業 しろかき (10a当り） 8,000円

すきかき (10a当り） 12,000円

一般農作業 (1日当り）
男 5,200円

女 3,700円

農
作
業
賃
金
決
ま
る

農
業
委
員
会
二
月
定
例
会
に
お
い

て
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
農
作
業
賃

金
の
目
安
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。な

お
、
こ
の
賃
金
は
あ
く
ま
で
も

目
安
で
す
の
で
、
地
区
の
慣
習
や
本

人
の
能
力
に
よ
り
合
わ
な
い
場
合
は
、

お
互
い
の
話
し
合
い
で
賃
金
を
決
定

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
標
準
小
作
料
は
小
作
料
協

議
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
昭
和
六
十

一
年
度
か
ら
別
表
の
と
お
り
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。



(5)領臥龍） 旦i af 
且懃鴎

喜
4/8~5/3 

一
、
今
次
の
戦
争
に
関
す
る
勤
務

（
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
以

降
）
に
従
事
し
、
こ
れ
に
関
連
し

て
死
没
し
た
旧
軍
人
軍
属
等
に
対

す
る
叙
位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い

遺
族

二
、
定
例
叙
勲
の
発
令
が
、
昭
和
十

五
年
五
月
以
降
昭
和
二
十
一
年
四

月
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
勲
記
ま
た
は
勲
記
及

び
勲
章
が
伝
達
さ
れ
て
い
な
い
旧

軍
人
軍
属
ま
た
は
そ
の
遺
族

三
、
定
期
ま
た
は
臨
時
叙
位
の
発
令

が
、
昭
和
十
九
年
一
月
以
降
昭
和

し
ゃ
く
な
げ

石
楠
花
の
ほ
こ
ろ
び
初
め
て
太
鼓
橋

（
藤
高
エ
ミ
カ
）

丸
山
公
園
や
鹿
野
川
園
地
が
花
一
色
と
な
る
美
し
い

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
恒
例
の
花
ま
つ
り
行
事
を

次
の
よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
と
く
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
事
業
が
完
成
し
、
鹿
鳴
圏
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
開
き

に
は
神
和
住
淳
が
来
町

し
模
範
演
技
を
披
露
し

ま
す
。ご

家
族
そ
ろ
っ
て
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

鹿野川花ま つり行事

叙位叙勲を受けていない戦没者遺族と

旧軍人軍属の方は届け出を

月 日 行事名 場 所 時 間

4月8日（金） 花まつり式典 鹿 鳴 園 10:30~ 

4月9日（土） テニスコート開き 鹿 鳴 固 10:00~ 17:00 

・エ（神お和ゼ住治プ‘バロッ）チ テニスコート

・テニス教室

促湧渚）
--------------------・--------------------------------------------------------

4月10日（日）
選抜テニ 鹿鳴園

9:00~17:00 
ス大会 テニスコート

4月17日（日）
しゃくなげ

肱川町公民館 10:00-16:00 
俳句大会

4月23日（土）
エビネラン

l 
展示即売会

丸山公園 10:00~ 16:00 

4月24日（日）

4月24日（日） カラオケ大会 鹿野川園地 13:00~16:00 

4月29日冷） 川柳大会 肱川町公民館 10 : 00,__ 16 : 00 

4月29日（金） お 茶 会 丸山公園 11:00~15:00 

5月3日伏）
子供のど

鹿野川園地 12:30---16:00 
自 慢大会

r、,•

ヘケ叙ま町福けと昭
お関勲た千祉早と和こた達れニ
申 7調は千部くな六れはさた十

占`塁塁篭9旦り十らそれに一

＾ 省 話 福 町
ま四ののても年

だ話東援さ祉民
す年方遺いか四

さご京護忠課課のーは
＝々族なわ月

ぃ 1 都局甲＾’で月、
いらま

‘末
旧 ず で

°呂千庶←松愛 こ軍‘の
7代務-山媛ででの 人位間
き田課と市県き終事 軍記に
土区叙呂一県るる務 属が行

霞位竺番民たこが ま伝わ

れての 遊くさ て
ほの将んさなばく大
し区来でん砂あれき
い別はいの場ちてな
とだ‘まおが ゃ い病
思け正すも‘んま気
い は し ゜ち 最 が す も
までい や 高作 ゜せ
すきも をの つ す

、お父さん

るの 出遊て
12ケん

人と ょ しびく 気
元義文さん (29歳）月月

に邪f て場れ にお母さん
19......,,.., 

ななま きで t::. 1f 
日柳

f 

つも てた小 つ 加奈さん (29歳）生 '--I 

か
お
り

冨
永
佳
織
ち
ゃ
ん
〔
上
鹿
野
川
〕

(
2歳
4
ケ
月
）

s60年
11
月
11
日
生

劇

劇

n
已

ニ
オ
に
な
っ
た
頃
か
ら
子
供
同
志

で
遊
ぶ
時
間
が
増
え
て
く
る
と
、
や

る
事
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
た
様

で
す
。

遊
び
の
ル
ー
ル
の
中
で
、
あ
り
が

と
う
や
、
ご
め
ん
な
さ
い
の
き
ち
ん

と
言
え
る
素
直
な
子
供
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

河川美化月間
建設省では、 4月を河川美化月

間として川 を美しくする運動を実

施しております。

川は私たち共通のかけがえのな

い財産です。

堤防を壊したり、 川 に‘‘ゴミ”を

捨てないよう、郷土の川をみんな

で美しくきれいにしましょう。

4月1日～4月30日

通 話 料 金 表
(3分間通話料金）

料 金 盃市 改定前 値R抒後

昼問 （午前8～午後7時） 400円 360円

夜間（午後7時～午後9時）

（午前6時～午前8時） 240円 220円

＊土・日曜日・祝日の昼間も同様

深夜（午後9時～午前6時） 220円 200円

三
二

0
k
m
を
超
え
る
通
話
料
金
に

つ
い
て
は
、
昼
間
、
夜
問
（
土
・
日
・

祝
の
昼
間
を
含
む
）
、
深
夜
と
も
、

本
年
二
月
か
ら
次
の
表
の
よ
う
に
約

一
割
値
下
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
す
る
と
き
は
、
時
間
帯
を
考

え
て
か
け
る
と
安
く
な
り
ま
す
。

遠
距
離
通
話
料
金
が

安
く
な
り
ま
し
た



領臥翁） 匈 aし” 庭 (6)

（
当
然
加
入
被
保
険
者
）

①
自
分
名
義
の
農
地
等
が
五
十

a
以
上
の

農
業
経
営
主
で
あ
る
こ
と
。

（
任
意
加
入
被
保
険
者
）

①
農
業
経
営
主

自
分
名
義
の
農
地
等
が
一
―

-+a以
上
五

+
a未
満
で
、
年
間
の
農
業
労
働
時
間
が

七
百
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員

法
人
名
義
の
農
地
等
を
構
成
員
数
で
割
っ

た
面
積
に
自
分
名
義
の
農
地
等
の
合
計
が

五
十

a
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
農
業
後
継
者

自
分
名
義
の
農
地
等
が
五
十

a
以
上
の

農
業
経
営
主
の
子
や
孫
で
農
業
後
継
者
と

＇
畠
区
『
．
鼠
編

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
に
は
、
必
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
当
然
加
入
被
保

｀
険
者
」
と
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
任
意
加
入
保
険
者
」
と
が

あ
り
、
資
格
に
は
両
者
に
共
通
の
要
件
と
個

別
要
件
が
あ
り
ま
す
。

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
農
業
従
事

期
間
が
通
算
し
て
三
年
以
上
、
加
入
申
し

出
の
日
ま
で
引
ぎ
続
ぎ
六
カ
月
以
上
あ
る

人
に
限
ら
れ
ま
す
）

（
特
例
・
高
齢
任
意
加
入
被
保
険
者
）

共
通
の
資
格
要
件
で
あ
る
「
六
十
歳
ま

で
の
期
問
」
は
二
十
年
に
達
し
な
い
が
、

六
十
五
歳
ま
で
に
は
二
十
年
以
上
と
な
る

場
合
は
、
そ
の
他
の
資
格
要
件
を
満
せ
ば

加
入
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

加
入
者
が
資
格
を
失
う
と
き

農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
、
一
定
の
要
件

を
欠
く
と
そ
の
資
格
を
失
う
（
脱
退
す
る
）

こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
脱
退
に
は
、
当
然
に
脱
退
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
「
当
然
脱
退
」
と
本
人
の
希
望

に
よ
り
脱
退
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
「
任
意
脱

退
」
と
が
あ
り
ま
す
。

霞
璽
噌
両
繭
【
'

①
死
亡
し
た
と
き
②
会
社
な
ど
に
就
職
し
、

厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
含
③
農
業
経
営

加

人

の

対

象

と

な

る

人

は

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
方
々
の
強
い
要
望
で
昭
和
四
十
五
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
現
在
農
業
者
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
五
十
四
万
人
と
な
り
、

年
金
加
入
者
は
七
十
五
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
金
額
も
年
々
増
加

し
、
六
十
五
歳
ま
で
の
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
額
は
月
額
で
六
万
円
を
超
え

る
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
農
業
者
年
金
の
基
盤
を
確
か
な
も
の
と
し
、
長
期
的
に
安
定
さ
せ

る
た
め
に
は
「
未
加
入
者
の
加
入
を
促
進
す
る
」
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

公
的
な
年
金
は
、
年
老
い
た
人
を
若
い
人
が
支
え
る
と
い
う
「
世
代
と
世

代
の
助
け
合
い
」
の
考
え
方
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
未
加
入
者
の
方
は
こ

の
点
を
ご
理
解
い
た
だ
ぎ
ま
し
て
ぜ
ひ
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
人
し
ま
し
ょ
う

を
廃
止
し
た
と
き

雫
・
一
〖
~
奢

”
"
-
[
F

』
―
―
―

[
i
.

（
申
出
脱
退
）

①
自
分
の
名
義
の
農
地
等
が
五
十

a
未
満
の

と
き
②
特
例
任
意
加
入
被
保
険
者
で
あ
る

保
険
料
に
は
「
通
常
保
険

料
」
と
一
定
の
若
い
後
継
者

に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
保
険

料
」
と
が
あ
り
ま
す
。
納
め
方

に
は
、
一
年
分
を
一
括
し
て

納
め
る
「
前
期
納
付
」
と
年
四

回
に
分
け
て
納
め
る
「
普
通

納
付
」
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
が
二
十
年
以
上
必

要
で
す
が
、
昭
和
十
年
一
月
一
日
以
前
生
ま

れ
の
人
に
は
、
年
令
に
応
じ
五

i
十
九
年
の

期
間
短
縮
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
適
格
な
経
営

移
譲
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
自
分
名
義
の
農
地
等
の
権
利
を
処
分
し
終

る
日
（
経
営
移
譲
終
了
日
）
の
一
年
前
の
日

（
基
準
日
）
現
在
で
、
自
分
名
義
の
農
地
等

が
三
十

a
以
上
あ
る
人
。

②
基
準
日
以
降
一
年
間
に
取
得
し
た
農
地
等

を
含
め
、
そ
の
農
地
等
の
す
べ
て
を
、
一
定

の
要
件
を
満
す
後
継
者
か
第
三
者
の
い
ず

れ
か
一
方
に
対
し
て
処
分
し
、
農
業
経
営

を
廃
止
ま
た
は
縮
少
す
る
こ
と
。

き
（
承
認
脱
退
）

一
定
の
障
害
に
よ
り
農
業
経
営
を
継
続
で

き
な
く
な
っ
た
と
き

第
三
者
に
処
分
す
る
場
合
は
十

a
以
内

の
自
質
地
を
残
す
こ
と
が
で
ぎ
る
。

m
l
-号

f

一
硲
祗
”
閾

（
経
営
者
移
譲
）

経
営
移
譲
を
す
る
人
の
子
や
孫
の
一
人
で

①
経
営
移
譲
終
了
日
ま
で
引
き
続
ぎ
三
年
以

上
の
農
業
従
事
期
間
が
あ
る
人

②
い
わ
ゆ
る

U
タ
ー
ン
後
継
者
（
経
営
移
譲

者
の
世
帯
員
と
な
っ
た
人
）
で
あ
っ
て
、
経

営
移
譲
終
了
日
ま
で
引
き
続
ぎ
六
か
月
、

通
算
し
て
―
―
―
年
以
上
の
農
業
従
事
期
間
が

あ
る
等
の
一
定
の
要
件
を
満
し
た
人

（
第
一
＿
一
者
移
譲
）

①
六
十
歳
未
満
の
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者

②
六
十
歳
未
満
の
人
で
あ
っ
て
、
農
業
者
年

金
の
被
保
険
者
と
同
規
模
以
上
の
経
営
を

行
っ
て
い
る
人

③
農
業
者
年
金
基
金
、
農
地
保
有
合
理
化

法
人
、
農
業
生
産
法
人
、
農
協
等

（
経
営
者
移
譲
）

①
自
作
地
後
継
者
に
譲
渡
す
る
か
、
貸
す

（
所
有
権
の
移
転
ま
た
は
使
用
収
益
権
の

設
定
）

②
小
作
地
後
継
者
に
そ
の
権
利
を
移
す
か
、

貸
す
（
使
用
収
益
権
の
移
転
ま
た
は
設
定
）
、

地
主
に
返
還
す
る
（
使
用
収
益
権
の
消
滅
）

（
第
三
者
移
譲
）

①
自
作
地
第
―
―
―
者
に
売
る
か
、
貸
す
（
所
有

権
の
移
転
か
使
用
収
益
権
の
設
定
）

②

小

作

地

第
三
者
に
そ
の
権
利
を
移
す
か

（
使
用
収
益
権
の
移
転
）
、
地
主
に
返
還
す

る
（
使
用
収
益
権
の
消
滅
）

※
使
用
収
益
権
を
設
定
す
る
湯
合
は
、
そ
の

期
間
は
十
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
の

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
ね
ら
い
と
し

た
も
の
で
、
経
営
移
譲
を
し
た
か
ど
う
か
に

か
か
わ
り
な
く
、
六
十
五
歳
以
降
終
身
も
ら

え
る
年
金
で
す
。
農
業
者
老
齢
年
金
は
、
六
十

五
歳
ま
で
の
経
営
移
譲
年
金
の
四
分
の
一
の

水
準
の
年
金
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

口
口
透
鵡
琴
琴
＿
謳

①
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者

②
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
が
二
十
年
以
上

で
、
六
十
歳
に
達
し
た
日
の
前
日
に
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
た
人
な
ど
。

※
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
・

農
協
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
者
老
齢
年
金
と
は

経

営

移

譲

年

金

と

は

保険料の額

（注）糾年1月以降の保険料については，

年金額についてスライドが行われた

場合は、保険料の額もスライドする

ことになっています。

特定保険料の 3要件

1. 35歳末満であること

2. 農業に常時従事していること

3. 後継者を指定した経営主の経営

鴫が一諷模叫あること

保

険

料

と

そ

の

納

め

方

と
ぎ
③
六
十
歳
以
上
の
加
入
者
で
あ
る
と



（ワ）領ばい龍） 匿

内
容
は
、
肱
川

町
の
植
物
の
概
要
・

植
生
と
シ
ダ
植
物
・

顕
著
な
シ
ダ
植
物
・

植
物
目
録
の
四
節

で
構
成
、
美
し
い

カ
ラ
ー
写
真
九
枚

も
添
え
て
あ
り
ま

す。
調
査
は
、
着
任

し
た
六
十
一
年
、
｀

町
内
の
高
山
で
ふ

と
珍
し
い
シ
ダ
を

発
見
し
た
の
が
動

機
で
、
八
月
か
ら

十
一
月
に
か
け
て

非
番
の
と
ぎ
や
勤

務
時
間
外
に
、
龍
王
山
、
峰
峠
、
御

在
所
、
上
森
山
川
、
嵯
峨
谷
な
ど
を

歩
い
て
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

植
物
と
の
か
か
わ
り
は
、
出
身
地

広
島
の
高
校
で
生
物
ク
ラ
プ
に
入
っ

た
と
ぎ
か
ら
で
、
こ
の
と
ぎ
自
分
が

同
定
（
生
物
の
分
類
上
の
所
属
を
決

肱川町のシダ植物を研究
一宇和川駐在所の小澤さん一

小澤潤巡査

こ
の
ほ
ど
、
大
洲
警
察
署
宇
和
川

駐
在
所
警
察
官
小
澤
さ
ん
が
、
当
町

で
調
査
採
集
し
た
百
十
九
種
類
の
シ

ダ
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
、
報
告

書
「
肱
川
町
の
シ
ダ
植
物
」
と
し
て

ま
と
め
、
公
民
館
や
学
校
へ
寄
贈
し

関
係
者
を
よ
ろ
こ
ば
せ
ま
し
た
。

雇Ill町のシダ櫨・

研究報告書は自分がワープロで作成

定
す
る
こ
と
）
し
た
四
百
の
標
本
を

広
島
大
の
植
物
分
類
学
専
攻
の
先
生

に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
の
が
自
信
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
先
生
と
は
三
日

間
だ
け
で
し
た
が
調
査
採
集
に
同
行

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
研
究
方
法
の

基
礎
を
教
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
澤
さ
ん
は
植
物
へ
の
興
味
を
次

の
よ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
警
察
官
に
な
る
と
最
初
に
、
配
属

と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
地
理
と
歴
史
を

ま
ず
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
訓

辞
を
う
け
ま
す
。
私
も

『肱
川
町
誌
』

を
つ
ぶ
さ
に
読
み
、
老
人
大
学
の
文

化
財
め
ぐ
り
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
職
務
で
家
庭
訪
問
し
て

も
、
ど
の
家
に
も
あ
る
草
花
が
話
題

に
な
る
と
話
が
通
じ
ふ
れ
あ
い
が
深

ま
り
ま
す
。
調
査
に
歩
く
と
小
畑
井

川
と
か
小
白
木
と
か
の
小
字
名
や
集

落
名
を
覚
え
ま
す
。
肱
川
の
植
物
を

調
べ
て
み
て
意
外
だ
っ
た
こ
と
は
大

洲
よ
り
肱
川
の
方
が
曖
か
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
当
町
は
雪
は
か
な
り

降
る
し
寒
い
所
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
大
洲
に
生
え
て
い
る
暖
帯
植

指定ゴミ 袋の購入方法等

①指定袋収集実施時期昭和63年 4月 1日より

②指定袋販売開始 昭和63年3月15日より

③指定袋阪売価格 20枚単位で販売

小袋 1枚20円(20枚入400円）・・・（サイズ 35cmx50cm) 
中袋 1枚25円(20枚入500円）…（サイズ 48cmx70cm) 
大袋 1枚35円(20枚入700円）…（サイズ 65cmx75cm) 

※4月からは，従来の「ゴミ処理料金」がい

らなくなります。

④指定袋販売取扱先

◎宇和川地区 特産開発セソター・出水商店・

農協宇和川支所・岡商店

◎中央地区 今岡商店・鉾岩商店・東商店・鹿野

川主婦の店・今和気商店・農協本所・ファミ

リーショップあおば・鹿野川セソター（笹木）．

⑱和気商店

◎岩谷地区西宮商店

⑤個人で直接焼却場へ持ち込みの場合

4月 1日より有料

持ち込み量 20迎まで 無料

// 21~ 500迎以下 500円

,， 501"'1, 000kg以下 1,000円

“ 1,001~2,000迎以下 2,000円

// 以降500迎増す毎に 500円

ただし，指定袋使用の場合には無料です。

町
内
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら

内
山
衛
生
事
務
組
合
運
営
に
つ
ぎ
ま

し
て
は
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
ぎ
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す。
さ
て
、
二
月
の
部
落
長
会
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
ゴ
ミ
収
集
袋

の
指
定
に
つ
ぎ
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
・
ご
指
摘
・
ご
要
望

を
も
と
に
事
務
組
合
議
会
に
お
い
て

再
検
討
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
ぎ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
指
定
袋
の
料
金
と
個
人
持
ち
込
み

料
金
に
つ
い
て

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
指
定
袋
の
料
金
に
つ
ぎ
ま
し
て

ゴ
ミ
袋
の
指
定
に
つ
い
て

（
お
願
い
）

物
よ
り
も
っ
と
暖
い
亜
熱
帯
に
近
い

植
物
が
沢
山
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て

こ
の
町
に
は
滝
が
多
く
あ
り
美
し
い

滝
に
出
会
う
と
た
い
へ
ん
感
動
し
ま

す
。
採
集
し
た
標
本
を
顕
微
鏡
や
植

物
図
鑑
を
見
な
が
ら
比
較
対
照
し
て

同
定
ま
で
追
求
し
て
い
く
の
は
と
て

も
面
白
い
こ
と
で
す
。

地
域
の
自
然
や
歴
史
を
よ
く
知
っ

て
子
ど
も
の
素
朴
な
質
問
に
も
答
え

ら
れ
る
こ
と
が
で
ぎ
れ
ば
、
子
ど
も

達
に
も
自
然
や
文
化
財
を
守
り
、
郷

土
を
愛
す
る
心
が
育
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
」

小
澤
巡
査
採
集
の
百
五
十
点
の
植

物
慄
本
は
現
在
、
歴
史
民
俗
資
料
館

に
四
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
、
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

も
、
料
金
の
一
部
を
引
き
下
げ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
が
直
接
焼
却
場
へ
持
ち
込
ま

れ
る
場
合
に
は
、
別
表
の
と
お
り

有
料
と
な
り
ま
し
た
。

◎
指
定
袋
の
取
り
扱
い
店
に
つ
い
て

別
表
の
小
売
店
で
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
ダ
ン
ポ
ー
ル
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て

不
用
の
ダ
ソ
ボ
ー
ル
箱
に
は
ゴ

ミ
を
入
れ
な
い
で
、
折
り
目
に
添
っ

て
折
り
た
た
み
十
文
字
に
ヒ
モ
を

か
け
て
出
し
て
下
さ
い
。
無
料
で

収
集
、
運
搬
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

不
燃
物
を
出
さ
れ
る
と
ぎ
の
入
れ

物
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
結
構

で
す
。

※
新
た
に
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
皆
さ
ん

ヘ四
月

一
日
よ
り
新
た
に
ゴ
ミ
を
出

さ
れ
る
方
は
、
既
に
収
集
さ
れ
て
い

る
場
所
の
了
解
を
得

て
指
定
袋
に
て
出
し

て
下
さ
い
。
詳
し
い

こ
と
は
、
担
当
課
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

肱
川
町
保
健
セ
ソ
タ
ー

三
四
—
ニ

――
―
四0

内
山
衛
生
事
務
組
合

四
四
ー
四
五
七
四
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きゅうり部会総会

記念講演を聞き入る会員

去
る
二
月
二
十
四

日
、
農
林
会
館
二
階

会
議
室
に
於
い
て
、

昭
和
六
十
二
年
度
き
ゅ

う
り
部
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
清
水

部
会
長
、
鉾
岩
組
合

長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
来
賓
の
方
々

か
ら
御
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に

肱
川
に
き
ゅ
う
り
の

大
部
分
を
送
っ
て
い

る
神
戸
中
央
青
果

（
株
）
の
西
山
副
部

長
か
ら
は
、

「
昨
年
の
き
ゅ
う

り
は
品
質
が
悪
か
っ
た
。
特
に
下
物

の
比
率
が
高
く
販
売
に
苦
労
し
た
。

気
象
条
件
に
よ
る
要
因
も
大
き
い
が
、

摘
果
等
技
術
の
向
上
を
お
願
い
し
た

い
。
又
、
ト
ン
ネ
ル
型
の
栽
培
の
集

中
化
の
な
か
で

7
月
に
集
荷
量
が
集

中
す
る
が
、
も
う
少
し
後
の
作
型
の

栽
培
も
増
や
し
て
ほ
し
い
。
」
等
、
厳

し
い
指
摘
も
受
け
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の

事
業
報
告
並
び
に
決
算
、
昭
和
六
十

―
―
―
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
、
役

員
改
選
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
役
員
改
選
に
お
い
て
は
、
部
会

長
に
つ
い
て
は
、
清
水
昇
部
会
長
か

ら
兵
頭
達
行
氏
へ
、
副
部
会
長
に
つ

い
て
は
、
兵
頭
達
行
副
部
会
長
か
ら

下
石
勲
氏
ヘ
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
が
行
な

わ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
は
新
し
い
体

制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。総

会
終
了
後
行
な
わ
れ
た
記
念
講

演
で
は
、
と
き
わ
種
苗
（
株
）
の
鈴

木
茂
社
長
よ
り
「
ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う

り
の
基
本
技
術
に
つ
い
て
」
の
講
演

を
受
け
、
生
産
者
全
員
熱
心
に
勉
強

を
行
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
が
、
「
今
年
こ
そ
一
億
円
へ

」

「
な
ん
と
し
て
も
よ
そ
の
産
地
に
負

け
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
。
」
「
や
っ

ば
り
摘
果
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
。
」
な

ど
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
意
気
上
る
声

が
聞
こ
え
、
ま
す
ま
す
き
ゅ
う
り
部

会
は
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
確
信
し

ま
し
た
。

肱
川
の
き
ゅ
う
り
も
―
つ
の
作
物

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
産

地
間
競
争
も
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ

て
お
り
、
基
本
技
術
の
徹
底
が
ま
す

ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
一

人
ひ
と
り
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
全

体
の
レ
ベ
ル
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
年
も
部
会
を
中
心
に
、

技
術
向
上
の
た
め
の
研
修
会
、
市
場

視
察
等
を
通
じ
て
、
「
肱
川
の
き
ゅ

う
り
は
最
高
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
会

員
全
員
で
が
ん
ば
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。
き
ゅ
う
り
も
相
場
で
価
格
が

い
い
時
、
悪
い
時
と
年
に
よ
っ
て
、

時
期
に
よ
っ
て
判
り
ま
せ
ん
が
、
国

の
指
定
産
地
と
な
り
、
価
格
保
障
も

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何

を
つ
く
ろ
う
か
と
迷
っ
て
い
る
方
、

是
非
き
ゅ
う
り
部
会
の
輪
の
中
に
入
っ

て
き
ま
せ
ん
か
。

き
ゅ
う
り
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か

き
ゅ
う
り
部
会
新
役
員

部

会

長

兵

頭

達

行

副

部

会

長

下

石

勲

支
部
長（

宇
和
川
）

（
中
央
）

（
岩
谷
）

（
大
谷
）

（
予
子
林
）

沖
浦
賢
嗣

山
内
正
志

下

石

勲

沖
野
次
雄

石

田

保

七
、
そ
の
他
連
絡
事
項
に
つ
い
て

一
、
報
告
事
項
に
つ
い
て

一
ヶ
月
間
に
実
施
さ
れ
た
行
事
内

容
報
告

二
、
事
業
実
績
に
つ
い
て

一
月
末
の
各
事
業
実
績
に
つ

い
て

検
討
し
た
。

三
、
宇
和
川
事
業
所
建
築
経
過
に
つ

い
て

宇
都
宮
設
計
事
務
所
に
依
頼
を
し

て
い
る
設
計
書
通
り
建
築
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

四
、
共
済
事
業
仕
組
改
訂
に
つ
い
て

共
済
の
掛
金
等
の
内
容
が
一
部
変

更
と
な
り
、
仕
組
改
訂
を
す
る
事

に
な
っ
た
。

五
、
昭
和
六
十
三
年
度
事
業
計
画
策

定
に
つ
い
て

二
月
二
十
日
ま
で
に
各
課
よ
り
の

計
画
取
り
ま
と
め
を
行
い
粗
案
作

成
を
す
る
事
に
な
っ
た
。

六
、
専
門
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

総
務
委
員
会
を
一
＿
一
月
八
日

経
済
委
員
会
を
三
月
九
日

に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
事
に
決
定

し
た
。

農
協
役
員
会
報
告
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こ
の
た
び
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

六
十
――
一
年
四
月

一
日
か
ら
郵
便
貯
金

を
は
じ
め
、
総
、
⑲
等
の
非
課
税
貯

蓄
制
度
が
原
則
と
し
て
廃
止
さ
れ
、

お
受
け
と
り
に
な
る
利
息
は
、

2
0
%

の
税
率
で
源
泉
分
離
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

六
十
五
才
以
上
の
方
は

六
十
五
才
以
上
の
方
、
母
子
家
庭
、

、身
障
者
の
方
等
は
申
告
に
よ
り
今
ま

で
通
り
三

0
0
万
円
ま
で
非
課
税
扱

い
と
な
り
ま
す
。

0
引
き
続
き
農
協
で
新
し
い
圏
、
⑲

制
度
を
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

新
し
い
⑱
制
度
と
し
て
、
年
齢
が

六
十
五
歳
以
上
の
方
を
は
じ
め
、
遺

族
基
礎
年
金
受
給
者
で
あ
る
被
保
険

者
の
妻
、
寡
婦
年
金
受
給
者
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

み
な
さ
ま
等
の
農
協
貯
金
は
、
現
在

の
＠
と
同
様
元
本
三
0
0
万
円
ま
で

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
⑲
制
度
で
も
同
様

に
六
十
五
歳
以
上
の
方
等
が
購
入
さ

れ
た
国
債
等
の
額
面
金
額
一―1
0
0
万

円
ま
で
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
圏
、
⑭
制
度
は
、
昭

和
六
十
三
年
四
月

一
日
以
降
、
住
民

票
な
ど
の
公
的
書
類
を
農
協
に
提
示

す
る
等
の
手
続
き
で
簡
単
に
ご
利
用

0
現
在
お
預
け
中
の
働
貯
金
も
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
以
降
の
新
し

ぃ
慟
扱
い
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。六
十
五
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
等
が

現
在
お
預
け
中
の
優
貯
金
で
、
満
期

日
が
昭
和
六
十
三
年
四
月

一
日
以
降

の
も
の
も
、
次
の
い
ず
れ
か
早
い
日

ま
で
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
⑱
扱
い
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。①

昭
和
六
十
四
年
――
一
月
三
十
一

日
渡
航
申
請
に
つ
い
て
は
、
農
協
が

一
切
の
お
世
話
を
致
し
ま
す
が
、
下

記
の
書
類
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で、
i

)

用
意
下
さ
い
。

◎

海

外

旅

行

申

込

書

一

通

◎

住

民

票

一

通

渡
航
申
請
に
必
要
な
書
類

い
た
だ
け
ま
す
。

六
十
三
年
四
月
一

B
よ
り

マ
ル
優
制
度
が
変
わ
り
ま
す

全
国
農
協
観
光

肱
川
農
協
観
光
課

農協は

あなたの

ふれあい広場

＠猛腐
農協／愛媛県信連

②
最
初
に
利
息
等
の
支
払
い
を

受
け
る
日

③

昭

和

六

十

三
年
四
月

一
日
以

降
追
加
預
入
す
る
日

新
し
い
⑲
、
⑲
の
お
手
続
は
、
ぜ

ひ
農
協
に
こ
相
談
下
さ
い

新
し
い
圏
、
⑲
制
度
を
ご
利
用
さ

れ
る
際
の
手
続
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
気
軽
に
農
協
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

農
協
は
あ
な
た
と
の
ふ
れ
あ
広
場
で

す。

ふ
⑱
匂
ぃ
＠
園

農
協
観
光
は
旅
を
通
じ
て
「し
あ
わ
せ
」を
お
届
け
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

楽

し

さ

を

暮
ら
し
に
つ
な
く

◎

戸

籍

抄

本

一
通

◎

写

真

三
枚

（
上
半
身
、
背
景
無
地
で
、
タ
テ
・

ョコ

5
c
m
x
5
c
m
3
枚
、
男
性
は
背

広
・
ネ
ク
タ
イ
着
用
の
こ
と
。
写
真

屋
さ
ん
で
パ
ス
ボ
ー
ト
用
と
い

っ
て

お
申
込
み
下
さ
い
。

日 程 表

月 日 場 所 時 間 月日 場 所 時 間

予子林事業所
午後9時～ 4月

中野三島神社
午後 3時30分～

午前11時30分 13日 午後4時30分
4月 午後 1時～ 大 平 橋 午前9時～

小倉部落
午後 2時 森集会所 午前10時30分11日

午後2時30~ 4月 午前11時～
中津集 会 所

午後4時30分
大谷事 業 所

午後3時14日
右山 谷 小 午前9時～

白石集 会所
午後3時30分～

プ ー ル横 午前10時30分 午後4時30分
4月 午前11時～ 汗生集会所 午前9時～

下サガヤ集所
午後 2時30分 宇和川事業所 午前10時30分12日

中敷水集会所
午後3時～

4月 正山小登 口
午前11時～

午後 4時30分 正午

月野尾集会所
午前9時～

15日 中居谷集会所
午後 1時～

午前10時 午後 2時30分
4月 農 機 六目 午前10時30分～ 嘉城集会所 午後3時～

13日 セ ンタ ー 正午 道野尾集会所 後4時30分

小薮集会所
午後 1時～

午後3時

肱
川
農
協
農
機
具
セ
ン
タ
ー
で

は
、
例
年
シ
ー
ズ
ン
前
に
行
っ

て

お
り
ま
す
刈
払
機
・
動
力
散
粉
機

等
の
2
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
の

一

斉
点
検
を
今
年
も
次
の
日
程
で
実

施
致
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
下
さ

、。し尚
、
部
品
代
金
は
頂
き
ま
す
が
、

4 

点
検
料
は
無
料
で
す
。
最
寄
の
会

場
ま
で
持
ち
込
ん
で
点
検
を
受
け

て
下
さ
い
。

2
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
点
検
に
つ
い
て
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4m  74 103 18cm上 56 衰さ .l.(～ .L2．35rr F 
70 172 24cm上 74
67 179 雑羹パ）レプ

本 57 本 14 本 66 本 14 口さ 7 cm 上
2m  

本 129 本 84 本 129 本 65 30F. 

3 m 
35 51 バリ材
70 186 18cm上 56 材（松・杉・桧）
91 231 24cm上 63 未 口 3~ 6cm 
53 151 長さ 2m  

本一 本 本 一 本 72F 

2m  14 14 
20 45 13cm上 21 松 ハ リ材

46 100 30cm上 21 16cm-22cm 

86 289 3 m77円
6m  

102 405 4 m84円

特選
137 335 
238 883 

備
杉檜優良材多量の出荷、好相場。一般材は模様ながめの横ばい推

移。

銘 柄 単 価 ： 銘 柄 単 価

大 厚 6. 2 9 0 ド ン コ flヽ 4, 0 8 0 

中厚上 特用大葉 4, 2 2 0 

中厚並 4, 6 3 0 大パレ 3, 4 7 0 

4ヽ 厚 4, 0 1 0 特用中葉 4, 7 8 0 

大 ウ ス 5, 6 4 0 中 バ レ 3, 6 5 0 

中ウス上 特用小葉 4, 2 9 0 

中ウス並 5, 3 2 0 ij、バレ 3, 1 1 0 

,Jヽ ゥ ス 3, 5 9 0 変形大 3, 3 6 0 

ジ ャミウス 3. 4 4 0 変形小 3, 2 1 0 

： ドンコ大 6, 5 5 0 色 落 2, 9 3 0 

ドンコ中 5, 3 8 0 コ ー コ

今
年
も
冬
が
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
春
が
来
ま
し
た
が
、

椎
茸
の
植
菌
や
、
枝
打
ち
、

問
伐
は
済
み
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。さ

て
間
伐
で
す
が
、
間
伐

す
る
た
め
に
は
ま
ず
ど
の
木

を
切
る
か
を
選
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
が
間

伐
の
善
し
悪
し
、
引
い
て
は

主
伐
す
る
と
き
の
材
価
に
も

影
響
し
て
き
ま
す
。
よ
く
言

わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
間
伐

の
選
木
は
他
人
に
任
せ
ろ
と

言
い
ま
す
。
な
か
な
か
自
分

の
山
は
か
わ
い
そ
う
で
選
べ

な
い
の
は
当
然
か
と
思
い
ま

す。
で
は
自
分
で
選
木
す
る
と

き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と

言
い
ま
す
と
、
選
木
は
ま
ず

目
安
と
し
て
、
何
本
切
る
か

を
決
定
し
て
か
ら
ど
の
木
を

切
る
か
を
選
び
ま
す
の
で
、

最
初
に
伐
採
本
数
を
決
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

な
か
な
か
難
し
い
か
と
思
い

ま
す
。実

は
伐
採
本
数
の
決
定
に

は
専
門
家
で
も
難
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
素
人
で
も

竹
竿
一
本
で
大
ま
か
な
本
数

を
知
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

竹
竿

間伐基準表 (10アール(,反歩）当り）

樹種 施業
見込 平均 平均胸間伐前 間伐 間伐見込

林令 標 高 高直径本 数 本 数 本数率
材積 /゚辛i 

t 除伐 9-11 6閃 8．呼 330 50 怒

第間1 伐回 16-20 12.0 13.0 280 70 25 11 
(3 5 0 

第問2 伐回/ 1 0 a 22-26 15.0 16.5 210 60 29 12 

植栽）
第間3 伐回 28-32 17.5 20.0 50 35 23 10 

ひ 除伐 9-11 5.5 6 0 330 50 15 

？ 第間1 伐回 18-22 10.5 12.0 280 70 25 ， 
（同上） 第間2 伐回 26-30 13.5 16.0 210 55 26 ， 

第間3 伐回 36-40 16 5 18.5 155 35 23 7 

簡易間伐本数早見表

施業 除 伐 第 1回問伐 第 2回間伐 第 3回間伐

す ぎ 9-11 年 16-20 年 22-26 年 28~32 年

ひのき 9~11 年 18-22 年 26~30 年 36~40 年

本円 数内 円間鉢数内 本円 数内 問円碑内 本円 数内 問円鉢数内 本円 数内 間円鉢数内

10アール

12 (17%? (1反歩） 9 (11%} 

当り
15 1 13 (23%r 10 (20%~ 7 (14%~ 

350本

植えの 16 2 14 (，，no<4 ¥ 11 I，，7.,3 ¥ 8 (？只以2＼ 

場合
15 Iっっu5ヽ 12 （つつ` 4‘ ， (~？以3＼ 17 3 

16 f̂°“6 ‘ 13 Iへ0"5‘ 10 I A11"'-4 ¥ 

本
で
間
伐
し
ょ
う

ま
ず
近
く
の
竹
林
へ
行
っ
て
四
メ
ー
ト

ル
の
竿
を
作
り
、

間
伐
予
定
の
山
で
そ
の

竿
を
使
っ
て
円
を
描
き
、

円
内
の
木
の
本

数
を
調
べ

ま
す
。
そ
う
し
て
調
べ
た
木
の

本
数
と
、
林
令
と
杉
か
桧
か
で
次
の

「簡

易
間
伐
本
数
早
見
表
」
に
よ
っ
て
間
伐
本

数
を
決
め
ま
す
。
こ
う
し
て
決
定
し
た
本

数
に
よ
っ
て
選
木
を
し
ま
す。

但
し
、
も
し
こ

の
表
に
よ
り
円
内
本
数

が
多
か
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
問
伐
が
す
っ

か
り
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
の

で
、
何
回
か
に
分
け
て
間
伐
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

又
、
風
の
強
い
と
こ
ろ
と
か
、
雪
の
被

害
が
発
生
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
は
、
や
は

り
何
回
か
に
別
け
て
間
伐
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

同
じ
間
伐
を
す
る
の
な
ら
、
い
い
加
減

に
し
て
、
結
局
山
の
た
め
に
な
ら
な
い
よ

う
な
こ
と
は
止
め
て
、
こ
の
表
を
参
考
に

し
て
積
極
的
に
間
伐
を
し
て
く
だ
さ
い
。

林
・

改

金
本



(11)領ばい翁） 醐径ぷ沙 g 

＿

野

＇

菜

―

き
ゅ
う
り
定
植
の
準
備

ト
ン
ネ
ル
き
ゅ
う
り
の
定
植
は
、
四
月

中
旬
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
定
植
の
準
備
作
業
は
余
裕

を
も
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

土
づ
く
り
と
し
て
堆
肥
、
稲
わ
ら
施
用

と
荒
耕
起
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
鶏
ふ
ん
、
苦
土
石
灰
は
定
植

一
ヶ
月
前
に
全
面
全
層
施
用
と
す
る
。

元
肥
と
し
て
の
化
成
肥
料
は
、
定
植
前

十
五
日
に
施
用
し
、
整
地
畝
立
を
す
る
。

今
年
よ
り
追
肥
の
化
成
と
し
て
、
ロ
ン

グ
N
K
―
四

0
、
け
い
酸
加
里
を
「
肥
料

設
計
例
―
-
」
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ン
グ
N
K
一
四

0
の
化
成
肥
料
は
、

百
四
十
日
の
期
間
地
温
に
よ
っ
て
順
次
溶

解
す
る
肥
料
で
す
。

従
っ
て
、
畝
の
割
肥
料
施
用
に
よ
っ
て
、

深
層
の
土
中
チ
ッ
ソ
含
量
を
長
期
に
亘
っ

て
保
持
し
、
草
勢
を
維
持
す
る
た
め
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
肥
料
の
施
用
方
法
と
し
て
、
元
肥

と
し
て
、

I
B
六
0
四
、
リ
ン
ス
タ
を
施

用
し
整
地
す
る
。

そ
の
後
、
畝
立
を
す
る
時
、
定
植
苗
の

直
下
‘
-
―

-+cmに
畝
割
り
を
し
て
、
ロ
ン

グ
N
K
―
四

0
、
け
い
酸
加
里
、
あ
わ
せ

て
、
ひ
め
ぼ
か
し
を
施
用
す
る
。

そ
の
後
、
埋
戻
し
を
し
て
畝
立
て
を
す

る。
畝
立
て
後
、
十
分
水
分
が
あ
る
状
態
で

（
畝
の
乾
燥
時
は
潅
水
）
ボ
リ
フ
ィ
ル
ム

を
マ
ル
チ
す
る
。

定
植
後
、
活
着
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

地
湿
と
土
壌
水
分
が
十
分
に
あ
る
こ
と
が
、

前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル

を
か
け
、
七
日
か
ら
十
日
問
の
保
温
が
大

切
で
す
。

次
に
、
土
壌
害
虫
の
防
除
、
特
に
ヨ
ト

ウ
ム
シ
の
多
い
所
で
は
、
カ
ル
ホ
ス
粉
を

+
a当
た
り
四
ー
六
認
を
全
面
に
散
布
す

る。
コ
ガ
ネ
ム
シ
に
は
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
を

植
穴
散
布
（
一
穴
二

g
処
理
）
で
十

a
当

た
り
二
l
-
―
―
認
散
布
す
る
。

暖
秋
暖
冬
で
天
候
が
経
過
し
て
い
る
の

で
、
土
壌
害
虫
は
例
年
よ
り
多
い
と
思
わ

れ
る
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

黒
大
豆
の
栽
培
要
点

水
田
農
業
確
立
対
策
と
63
年
か
ら
実
施

さ
れ
る
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
に
よ
り
、

転
作
割
当
が
多
く
な
り
、
転
作
作
物
の
選

定
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら

れ
る
。転

作
作
物
は
、
水
稲
に
換
ま
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
水
稲
程
度
か
以
上
の
収
益
が

必
要
で
あ
る
。

肱
川
町
で
は
、
国
の
指
定
産
地
に
な
っ

て
い
る
夏
秋
き
ゅ
う
り
や
、
黒
大
豆
、
イ

ン
ゲ
ン
等
の
生
産
拡
大
を
目
ざ
し
て
い
る

の
で
、
労
働
力
と
土
地
条
件
を
考
慮
し
て

販
売
で
き
る
作
目
を
選
定
し
肥
培
管
理
を

十
分
に
す
る
。

黒
大
豆
は
、
大
粒
で
品
質
の
良
い
も
の

は
正
月
の
煮
豆
用
と
し
て
、
十
二
月
上
旬

に
出
荷
す
れ
ば
、
有
利
に
販
売
で
き
る
。

昨
年
は
、
気
温
が
低
く
、
収
穫
乾
燥
期

に
雨
が
多
い
た
め
に
、
乾
燥
が
す
す
ま
ず
、

収
穫
量
、
品
質
が
悪
か
っ
た
。

し
か
し
、
肥
培
管
理
を
十
分
に
す
れ
ば
、

大
粒
を
多
く
収
穫
で
き
る
と
見
込
ま
れ
、

水
稲
程
度
の
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る。
黒
大
豆
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

一
、

種

子

品

種

は

新

円
波
黒
で
大

粒
の
種
子
を
使
用
す
る

二
、
播
種
期
間
六
月
二
十
日
を
基

準
と
す
る
。
（
移
植
栽
培
は
六
月
十
日

頃）
―
―
-
、
栽
培
密
度
九
十
crnX
三
十

cmに

し
て
、
密
植
に
は
し
な
い
。

四
、
播
種
量
移
植
栽
培
は
1
0
a
当
た

り
三
kg
、
直
播
栽
培
は
五
kg

五
、
病
害
虫
の
防
除
徹
底

六
、
収
穫
は
、
十
一
月
中
旬
で
十
二
月

五
日
ま
で
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
乾
燥
．

調
整
す
る
。

＿
果
樹
の
管
理
一

接
き
木

接
ぎ
木
は
、
苗
木
の
育
成
、
優
良
品
種

へ
の
更
新
、
受
粉
樹
の
混
植
不
足
の
た
め

に
行
う
。

時
期
は
、
台
木
の
芽
が
少
し
動
き
始
め

た
頃
で
あ
る
（
表
1
)
。
大
部
分
3
月
中

旬
か
ら
下
旬
で
あ
る
。

接
ぎ
穂
は
、
充
実
し
た
前
年
枝
の
中
央

部
を
使
う
。
貯
蔵
中
に
乾
燥
し
す
ぎ
た
り
、

過
湿
で
カ
ビ
が
生
え
た
も
の
は
使
用
し
な

、。し
方
法
と
し
て
は
、
切
り
接
ぎ
（
図
1
)

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
腹
接
ぎ
（
図
2
)

は
ぎ
接
ぎ
（
図
3
)
も
あ
る
。

活
着
後
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
を
使
用

台

し
た
場

木

モ

役

合

は

、

モ

兇

ス

―

フ

期

生

・

セ

野

キ

自
力
で
時

ロィ
＂フ』

芽
が
で
の
台
メ
モ
モ
、

木
ウ
モ
モ
ー

な

い

こ

ぎ

旬

」

期

上

｝

と
が
あ
接
時

3
頂

頂

四

●

木

～

～

～

旬

旬

旬

，

旬

」

る

の

で

ー

ぎ

下

上

上

・

上

，

表

接

月

月

月

I

月
[
-

芽
出
し

2

3

3

ー

ド

ぃ

類
メ
モ
モ

、

ウ＂

モ

ド

種
ウ
モ
ス

＿

フ』

を
す
0
。

パ

ラ

フ

ィ

ー
g
 

ル
ム
を

＇5m
．

ル

會

い
』
＂
ぷ

f

5

．
 

使
用
の
ィ

1
0糟
ピ
を
•
』
"

．
 

．
 

ngi 
“
 

場
合
は
、

そ

の

必

／

／

5

ヽ

―

要
が
な

C
憎

F

＼
／
 

、。し
ま

n
H
A
 

た
、
乾

.
C
t

"

，
 

燥

さ

せ

ぃ

g＊
 

5
 

-K

.

C

8

 

-
i
g
 

蘭
ぃ

る
と
、

枯
死
し

て
し
ま

う
こ
と
；
＇
T

ゴ
逍
叫
可

が
あ
る

ii嘉り
ダ
ー

の
で
注

n甘
r

．而
閃

意
す
る
。

n凶

ユ

ズ

元

肥

の

施

用

健
全
な
樹
勢
を
維
持
し
、
連
年
結
果
さ

せ
る
に
は
、
施
肥
量
、
施
肥
時
期
が
ユ
ズ

に
と
っ
て
適
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
元
肥
と
し
て
は
、

3
月
上
旬

で
あ
る
が
、
ま
だ
施
用
し
て
い
な
い
園
で

• I 

応匿拿の●で．彎に

2●on●をAn
●虞●99●：す．

アンス

ナシ

カキ

プドウ

クリ J nL印 ~4nl・司 ソ 'J

ピワ 3月上旬～下旬 ピワ

中岩正予小 は
早
急
に
、
燐
加
安
14
号
を
1
0
a
当
た
り

60kg
（
成
木
園
）
施
用
し
て
下
さ
い
。
な

お
、
定
植
年
ー

3
年
生
樹
に
つ
い
て
は
10

kg
、
4
t
5
年
生
に
つ
い
て
は
50kg
施
用

し
て
下
さ
い
。圃

4
月
5
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
6
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
12
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮
方
面

4
月
13
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

4
月
14
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
19
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
20
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
21
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
26
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮
方
面

4
月
勿
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

4
月
28
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
醤
油
配
達
予
定
日

4
月
1
日
（
金
）
大
谷
方
面

4
月
8
日
（
金
）
小
薮
岩
谷
方
面

4
月
15
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

4
月
22
日
（
金
）
予
子
林
方
面

4
月

L
Pガ
ス

配
達
予
定
日

谷

・

肱

栄

2
（土）

12
（火）

22
（金）

薮

．

汗

生

5
（火）

20
（水）

子

林

8
（
金
）
勿
（
水
）

山
・
中
居
谷

11
（月）

25
（月）

谷
•
月
ノ
尾
1
5（
金
）30（
土
）

津

・

小

倉

18
（月）

大
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肱
川
町
文
化
協
会
（
河
野
美
治
会
長
）

で
は
、
第

一
回
展
示
部
門
発
表
会
を
二

月
二
十
日
か
ら
一
ヶ
月
問
、
肱
川
町
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た

又
、
芸
能
部
門
の
発
表
会
を
三
月
十

-
＝
日
に
肱
川
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

こ。t
 昨

年
の
十
一
月
に
文
化
協
会
が
誕
生

し
て
、
第
一
回
目
の
発
表
会
で
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
写
真
・
絵
画
・
生

花
・
書
道
・
俳
旬
・
川
柳
の
各
グ
ル
ー

ひじかわの

文化の風をおこそう ．／ 

プ
か
ら
―
二
三
点
の
出
品
が
あ
り
、
公

民
館
と
訪
れ
る
人
達
の
眼
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

芸
能
部
門
の
発
表
会
は
、
士
二
日
（
日
）

の
午
後
一
時
か
ら
五
時
三
十
分
ま
で
の
四

時
間
三
十
分
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

吟
詠
・
詩
舞
・
民
謡
・
民
踊
・
少
年

吟
詠

・
カ
ラ
オ
ケ
・

三
味
線

・
歌
謡
演

劇
•

青
年
団
演
劇
の
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

約
一
三

0
名
の
出
演
で
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

又
、
町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
観
覧

を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

四
月
以
降
、
来
年
度
か
ら
は
、
文
化

協
会
の
活
動
も
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。
町
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

又
、
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
で
、
文
化
協
会
へ
未
加
入
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
加
入
し
て

い
た
だ
き
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
（
事
務
局
は
公
民
館
内
で

す
。
）
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あいみてののちのこころに

くらがれば・

第1回 かるた大会

｝ 
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II

流
し
び
な
II

三
月
三
日
の
節
句
の

夕
方
、
川
や
海
に
流
す
雛
人
形
の
こ
と

ひ
と
が
た

で
、
雛
は
も
と
人
形
と
し
て
神
送
り
を

し
て
い
ま
し
た
。

肱
川
町
の
流
し
び
な
は
、
昭
和
十
年

頃
ま
で
は
、
川
ぞ
い
の
地
区
で
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
争
な
ど
の

影
響
で
と
だ
え
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見

か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
の
菅
野

専
門
員
が
、
昔
の
な
つ
か
し
い
行
事
を

復
活
さ
せ
、
子
供
達
の
夢
を
広
げ
よ
う

と
夜
な
べ
で
取
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
も
ワ
ラ
と
竹
で
編
ん
だ
船
、
四

第
一
回
肱
川
町
か
る
た
大
会
が
（
肱

川
町
公
民
館
主
催
・
文
化
協
会
後
援
）
、

二
月
十
四
日
に
肱
川
町
公
民
館
で
開
催

”
葛
ひ
な
さ
攣

墓
り
が
と
う
“

流
し
び
な
（
中
野
幼
稚
園
）

十
個
を
中
野
幼
稚
園
に
贈
ら
れ
、
三
月

十
日
に
幼
稚
園
下
の
河
原
で
、
「
流
し

び
な
」
の
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
紙
で
作
っ
た
ひ
な
人

形
や
菜
の
花
を
ワ
ラ
船
に
乗
せ
、
「
お

ひ
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
を

こ
め
て
流
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
つ
か
し
い
行
事
を
大
切

に
、
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
肱
川
町
文
化

協
会
が
誕
生
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
大

谷
と
予
子
林
の
か
る
た
グ
ル
ー
プ
を
中

当
日
は
、
全
日
本
か
る
た
協
会
理
事

の
和
気
寛
治
先
生
（
宇
和
島
南
校
教
諭
）

も
見
え
ら
れ
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。小

倉
百
人
一
首
の
快
よ
い
響
き
の
中

で
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
会
を
通
し
て
、
も
っ
と

も
っ
と
か
る
た
に
親
し
み
、
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
方
が
、
ふ
え
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
十
六
名
の
参
加
を
得
て
、
団

体
戦
・
個
人
戦
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
戦
を
戦

い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
個
人
戦

一
位
竹
本
小
平
（
大
平
）

二
位
沖
野
緑
（
広
常
）

三
位
浜
田
種
子
（
町
）

――一
位
門
脇
カ
ズ
子
（
大
平
）

・
団
体
戦

一
位
広
常
チ
ー
ム

（
沖
野

・
香
川

・
岡
本
）

二

位

町

チ

ー

ム

（
伊
藤
•
浜
田
・
大
野
）

三
位

久
保
チ
ー
ム

（
堀
尾
・
稲
田
・
浜
田
）

・
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
戦
（
敗
者
復
活
戦
）

一
位
堀
尾
末
子
（
久
保
）

二

位

香

川

澄
子
（
広
常
）

三
位
浜
田
辰
枝
（
瓜
生
谷
）

―
―
一
位
岡
本
ヨ
シ
ェ
（
大
屋
敷
）

心
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
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｀ 領臥褪） 了翌致顎丑 磁瞬 (14)

肱
川
中
学
校
（
長
谷
和
英
校
長
）
で

は
、
こ
の
度
ー
文
集
ー
「
校
内
優
秀
作

品
第
一
集
」
ひ
じ
か
わ
を
発
行
さ
れ
ま

し
た
。内

容
は
、
長
年
取
り
組
ま
れ
て
い
る

人
権
作
文
•
読
書
感
想
文
・
修
学
旅
行

感
想
文
・
少
年
の
日
の
作
文
・
俳
句
・

短
歌
•
あ
ゆ
み
、
班
ノ
ー
ト
の
中
か
ら

優
秀
作
品
を
選
び
今
年
度
初
め
て
第
一

集
と
し
て
発
行
さ
れ

た
も
の
で
す
。

肱
川
町
教
育
委
員

会
・
肱
川
中
学
校
・

肱
川
町
同
和
教
育
協

議
会
・
肱
川
町
同
和

対
策
協
議
会
が
六
十

一
年
度
に
同
和
教
育

資
料
を
編
集
し
、
六

十
二
年
度
か
ら
実
施

要
領
に
添
っ
て
各
機

関
・
団
体
が
機
能
を

ふ
ま
え
て
連
携
を
図

り
な
が
ら
同
和
教
育

を
進
め
て
い
ま
す
’

こ
の
活
動
は
、
中

学
生
と
保
護
者
を
中

心
に
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
の
連
携
を
深
め
一
貫
し
た
同

和
問
題
の
学
習
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。町

内
の
皆
さ
ん
に
「
あ
の
子
が
こ
ん

な
に
成
長
し
た
」
と
い
う
、
同
和
教
育

の
確
か
な
歩
み
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決
を
願
っ

て
人
権
作
文
校
内
優
秀
作
品
を
順
次
紹

介
し
ま
す
。

こんなに成長しました(1)

＝肱中生人権作文よリ＝

9
9
9

ヽ
9

9

9

9

9

9

,

＇‘,．塵
年

頁
3
 -

0斗
＿

中肱
兵
＿

9999999999

9
9,

'• 

私
は
中
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
、
部

落
差
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
江
戸
時
代
に
「
え

た
・
ひ
に
ん
」
な
ど
の
身
分
の
低
い
人

達
が
い
た
事
ぐ
ら
い
し
か
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
こ
と
が
今
日
の
「
部
落

差
別
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
わ
か
っ

た
時
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
で

民
主
主
義
国
家
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か

と
思
っ
た
ほ
ど
で
す
。

道
徳
の
時
間
に
、
部
落
差
別
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
ま
し
た
。
私
に
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
「
ほ
の
お
」
な
ど
の
本
で
学
習

し
て
い
る
と
、
就
職
や
結
婚
な
ど
で
、

い
や
な
思
い
を
し
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
特
に
結

婚
に
お
い
て
、
「
部
落
の
人
間
だ
か
ら

…
…
。
」
と
言

っ
て
取
り
や
め
に
な
る
の

は
、
と
て
も
ひ
ど
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

許
せ
な
い
こ
と
で
す
。
同
じ
人
間
ど
う

し
が
傷
つ
け
合
う
こ
と
は
、
人
と
し
て

最
も
恥
ず
べ
き
事
だ
と
思
い
ま
す
。

「部
落
差
別
」
の
起
源
は
、
江
戸
時

代
に
で
き
た
身
分
制
度
の
中
の
最
も
低

い
身
分
の
人
た
ち
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
今
、
差
別
さ
れ
て
い
る

人
た
ち
が
、
差
別
さ
れ
る
理
由
は
全
然

な
い
わ
け
で
す
。
江
戸
時
代
の
身
分
制

「
部
落
差
別
」
に
思
う

度
に
、
今
だ
に
こ
だ
わ
る
の
は
一
体
ど

う
い
う
こ
と
か
。
当
然
な
く
な
っ
て
い

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
間
の
心
に
進
歩
と
い
う
も
の
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
科
学
は
こ
ん
な
に
進

歩
し
て
き
た
の
に
。

こ
こ
で
仲
間
は
ず
れ
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
仲
問
は
ず
れ
に
す
る
理
由
は

と
聞
く
と
「
気
に
入
ら
な
い
」
と
か

「
生
意
気
だ
」
と
か
た
い
し
た
理
由
が

な
い
事
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
仲
間
は
ず

れ
に
し
て
も
、
部
落
差
別
に
し
て
も
、

差
別
す
る
人
た
ち
は
、
差
別
さ
れ
る
側

の
立
場
を
考
え
た
事
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
す
る
方
は
な
ん
と
も
思
っ
て
い

な
く
て
も
、
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
は
耐

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
私
は
思
い
や

り
の
あ
る
人
間
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
同
和
問
題
は
国
民
的
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
的
課
題
と
言
う

以
上
は
、
一
人
の
傍
観
者
も
い
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。
傍
観
者
は
結
局
は
差

別
を
す
る
人
間
と
同
じ
立
場
で
す
。
私

た
ち
一
人
一
人
が
、
差
別
解
消
に
向
っ

て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
知
行
合
一
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
知
識
だ
け
で
は
無
意
味
で
す
。

実
践
こ
そ
が
大
切
で
す
。

私
は
差
別
を
な
く
す
る
た
め
に
、
正

し
い
知
識
の
も
と
で
正
し
い
考
え
方
を

育
て
、
そ
れ
を
堂
々
と
主
張
し
、
か
つ

実
践
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
「
次
の
世
代
に
残
し
て
は
い
け

な
い
部
落
差
別
」
そ
れ
は
私
達
の
双
肩

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

肱
川
サ

ッ
カ
ー
ク

ラ
プ
（
今
岡
義
博
部

長
）
が
誕
生
し
て
、

――
―年
に
な
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
プ
は
、

自
分
達
の
活
動
だ
け

で
な
く
、
子
供
達
の

健
全
育
成
を
願
っ
て
、

小
中
学
生
の
指
導
に

も
取
り
く
ん
で
い
ま

す。
練
習
が
夜
問
で
あ

り
、
参
加
す
る
小
・
中

学
生
は
町
民
運
動
場

か
ら
遠
い
た
め
、
メ
ン
バ
ー
で
送
り
迎
え

を
し
、
子
供
達
の
活
動
を
援
助
し
て
い

ま
す
。三

月
十
三
日
に
は
、
中
学
三
年
生
の

卒
業
を
祝
う
行
事
を
組
み
ま
し
た
。

午
後
、
町
民
運
動
場
に
集
ま
り
、
一

般
ク
ラ
ブ
員
と
中
学
生
の
壮
行
試
合
を

行
い
、
そ
の
後
、
暖
か
い
う
ど
ん
で
乾
杯
、

記
念
品
を
卒
業
生
一
人
一
人
に
贈
り
、

サッ カーを通して
健全育成．／

祝
福
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
今
年
で
二
回
目
で
す

が
、
卒
業
生
に
は
、
中
学
時
代
の
楽
し

い
思
い
出
と
し
て
、
強
く
心
に
き
ざ
み

つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
青
年
と
少
年
の
つ
な
が
り

が
、
明
る
い
ム
ー
ド
の
町
づ
く
り
へ
風

を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

緑
を
愛
護
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
合

い
活
動
を
続
け
て
い
る
、
岩
谷
緑
の

少
年
隊
は
、
二
月
二
十
日
、
肱
川
の

基
幹
作
目
で
あ
る
椎
茸
の
栽
培

の
中
で
植
菌
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
本
き
の
こ
セ

ン
タ
ー
、

肱
川
町
森
林
組
合
の
職
員
の
指
導
を

受
け
て
、
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

し
い
た
け
栽
培

岩
谷
緑
の
少
年
隊
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．
昔
は
イ
モ
と
か
ミ
ソ
汁
を
食
べ
て

、こ。
し

t

・
小
使
い
は
祭
り
や
正
月
の
時
だ
け
で

五
銭
程
度
だ
っ
た
（
子
供
達
も
特

別
の
行
事
の
時
だ
け
が
多
い
）

．
昔
は
、
弟
や
妹
を
お
ん
ぶ
し
て
、

学
校
へ
通
っ
て
勉
強
し
て
い
た
。

・
運
動
会
は
、
上
の
狭
い
運
動
場
で

二
百
人
位
の
人
数
が
い
た
と
思
う
。

•
修
学
旅
行
は
大
洲
だ
っ
た
が
、
歩

い
て
だ
っ
た
。

．
昔
は
特
に
相
撲
が
熱
心
で
あ
っ
て

よ
く
や
っ
て
い
た
な
ど
…
…
…
。

最
後
に
中
塚
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

•
今
日
は
授
業
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
よ
く
ま
じ
め
に
勉
強
し
て
い

る
の
に
感
心
し
ま
し
た
。

・
大
谷
小
学
校
の
児
童
は
よ
く
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
。
こ
れ
は
最
も
大

事
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
ほ
し
い
。

,----------------------------------------------------, 

：あいさつは、じと心の潤滑油ですJ ヽ

゜！ 家庭で、親子、兄弟が…••

i 学校で、先生、子供達が…•• : 

：地域で、おじいちゃん、おばあちゃん：

： おじさん、おばさん ： 

； おにいさん、おねえさん ： 
子供達同士で……

：声をかけ合い、日本一礼儀正しい町に：

！しよう

l。---------------------------------------------------』

昔
の
生
活
は
…
•
•
こ
う
た
っ
た

父
母
の
教
室
・
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会

大
谷
幼
小
P
T
A
（
堀
尾
浩
爾
会
長
）

で
は
、
年
間
を
通
し
て
、
父
母
の
教
室

の
学
習
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
月
二
日
に
は
、
大
谷
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
の
み
な
さ
ん
と
父
母
の
教
室
生
、

大
谷
幼
稚
園
・
小
学
生
達
と
の
交
流
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
、
授
業
参
観
を
さ
れ
、

そ
の
後
、
講
堂
で
交
流
会
で
す
。
は
じ

め
に
、
子
供
達
か
ら
楽
器
の
演
奏
や
踊

り
の
披
露
が
あ
り
、
お
年
寄
り
を
喜
ば

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
話
し
合
い
で
は
、

子
供
達
か
ら
昔
の
生
活
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

「
昔
の
食
べ
物
は
。
歌
っ
て
い
た
唄

は
。
小
使
い
の
額
。
子
供
の
頃
の
手
伝

い
の
内
容
。
運
動
会
や
修
学
旅
行
に
つ

い
て
。
」

そ
れ
に
対
し
て
、
老
人
ク
ラ
プ
の
み

な
さ
ん
か
ら
…
…
。

0

ハ
ト
の
歌
の
紹
介

演
劇

踊
り

努

力

賞

最
優
秀
賞

祀
青
年
団
文
化
祭

自
分
達
の
子
供
の
頃
は
、
靴
は
な
く
、

草
履
か
下
駄
だ
っ
た
。
そ
れ
も
親
に
習
っ

て
自
分
達
で
作
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
遊

び
道
具
も
同
じ
で
、
水
鉄
砲
や
竹
馬
、

手
ま
り
な
ど
手
づ
く
り
の
も
の
ば
か
り

だ
っ
た
。
今
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
。

こ
の
次
は
、
昔
の
遊
び
の
体
験
を
や
っ

て
み
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

又
、
大
谷
老
人
ク
ラ
ブ
三
十
周
年
記

念
誌
な
ど
を
見
て
昔
の
こ
と
も
勉
強
し

て
み
て
下
さ
い
。

と
結
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
父
母
の
教
室
生
と
の
こ
ん

談
を
行
い
、
行
事
を
終
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
三
世
代
の
ま
た
と
な
い
交

流
と
な
り
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

第
三
十
回
喜
多
郡
連
合
青
年
団
青
年

文
化
祭
は
、
三
月
六
日
に
内
子
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
青
年
団
も
演
劇
と
踊
り
に
出

場
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
演
劇
の
部
「
あ
る
死
神
の

話
」
が
努
力
賞
、
踊
り
の
部
「
信
玄
街

道
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

又
‘
-
―
―
月
十
――
―
日
に
行
わ
れ
た
、
肱

川
町
文
化
協
会
芸
能
部
門
発
表
会
で
、

こ
の
二
つ
を
上
演
し
、
郡
青
年
文
化
祭

の
成
果
を
肱
川
町
の
み
な
さ
ん
に
披
露

し
ま
し
た
。
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4月の日曜・祝日当直医

，譲瞬 (16)

日 当 直 医 電 話

3日
池田泌尿器科医院 24-3100 

（大洲市東大洲）
・-・ -----............. --・・・ --- ---..... .．．..．．．． ．．．．.--・ •-..... 

（日）
松浦医院 44-2776 

（五十崎町）

10日
清家産婦人科医院 24-6868 

（大洲市東大洲）
Ol ............ ............. ・-・・・... ．．．． 

（日）
藤本医院t44-2561 

（五十崎町）

17日
泉内科医院 24-6407 

（大洲市東大洲）
... •一・・

（日）
植木医 院 44-2215 

（五十崎町）
ム

松元産婦人科医院24日
（大洲市中村）

24-3067 
．． ：．．．．．．．．．．． ． 

（日）
高橋医院 44-2010 

（五十崎町）

29日
石川内科医院 24-3306 

（大洲市若宮）
......... --・-

（金）
曽 根 医 院 44-2801 
（内子町）

※変更になる場合がありますので前もって

連絡してからお出かけ下さい

救 急 病

院

躍 日 病 院 名 電 話

月 ・火
大洲市立 病院 24-2151 

（大洲市大洲）

水
加 戸 病 院 24-5101 

（大洲市若宮）

木～ 日 大洲中央 病院 24-4551 
（大洲市東大洲）

⑥
妊
婦
健
診
・
母
親
学
級

⑥
乳
児
相
談

⑥
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

3

ヵ
月
以
上
の
犬
は
毎
年
一
回
の
登
録

と
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
生
後

3
ヵ
月
以
上
に
な
っ
た

犬
は
、
次
の
日
程
で
登
録
と
注
射
を

行
な
い
ま
す
か
ら
、
最
寄
り
の
場
所

で
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

▽
料
金

●
登
録
料
金

ニ
―

0
0円
（
一
頭
）

●
注
射
料
金
二
二
六

0
円
（
一
頭
）

▽
そ
の
他

●
訪
問
注
射
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
注
射
料
金
が
一
頭
三
二
六

0

円
に
な
り
ま
す
。

●
不
用
犬
回
収
は
役
場
で

4
月

12

日
閲
午
前

9
時
ま
で
行
い
ま
す
。

「春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
に
あ

わ
せ
て
、
交
通
事
故
相
談
所
が
次
の

と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
か
ら
、
交
通

事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
て
お
困
り
の

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。

▽
期
日
・
場
所

•
四
月
八
日
⑧

大
洲
市
役
所
二
階
入
札
室

•
四
月
十
二
日
凶

内
子
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
三
階

▽
時
間
両
方
と
も
午
前
十
時

1

午
後
四
時
ま
で

▽
相
談
員

愛
媛
県
交
通
事
故
相
談
員

▽

料

金

無

料

⑥
行
政
相
談4

月

5
日
伏

午
後
1
時
30
分

i
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
（
電
話
三
四
ー
ニ
五

0
八）

郵
便
貯
金
の
非
課
税
申
込
は
お
す

み
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
非
課
税
制

度
は
、
昭
和
63
年

4
月

1
日
現
在
六

十
五
歳
以
上
の
方
等
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
こ
の
申
込
を
終
っ
て
い
な
い

方
は
、
で
き
る
だ
け
昭
和
63
年

3
月

31
日
ま
で
に
終
わ
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

2
月
か
ら
全
家
庭
を
訪
門
し
て
お

り
ま
す
が
、
留
守
等
で
ま
だ
手
続
が

終
っ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
遠
慮
な
く

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
お
宅
ま
で
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

中

居

谷

藤

原

市
之
畦

*

＊

*

＊

*

*

 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
 

＊
お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

*

＊

*

＊

*

*

 

中

野

瓜
生
谷

三
瀬

音
吉
さ
ん

(86
オ）

清
市
さ
ん

(80
オ）

山下新一さん

長女舞ちゃん

沖永加壽男さん

長男亮平ちゃん

> > > ] ] 日

28 15 14 12 
日 日 日 日 日

程（木） 倹） （木） （水） 凶

目＇ i 

大

五和)宇Il 縫洲製大

場
谷

4 ン 公

； 民
所館

時2I i 時I 

時

間

⑥
子
宮
が
ん
検
診

＿午
後

9
時

4
月
11
日

向

一
保
暉
セ
ン
タ
ー

|

2
時

日

狂犬病予防注射日程表
月日 時 刻 時間 場 所

9. 10-9: 20 10分 中津集会所

4月 午前 9: 40-9. 50 10分 小倉（今井宅付近）

10: 20-11: 10 50分 予子林晨協前
4日

50分 宇和川縫製工場前1. 00-1 ・ 50 

（月） 午後 2 ・ 00-2 40 40分 協生集会所

2: 50-3. 30 40分 中居谷集会所

9 00-9: 50 50分 大谷公民館
4月 午前 10 10~10 : 20 10分 硯（湖仙荘横）

5日 10: 50-11. 30 40分 岩谷公民館

0A) 午後
1 : 10-1 : 40 30分 小薮温泉駐車場

1. 50-3 00 70分 鹿野川河原

重
ね
て
郵
便
局

か
ら
お
知
ら
せ

＊
＊
 

＊ 

* 

程

一
場

所

受
付
時
間

＿
午
後

1
時
1

1
時
30
分

4
月
21
日

困

一
保
暉
七
ン
タ
ー

日

程

場

所

＿

受

付

時

間

面．． ご璽函國⑥交通事故相談案内

4 4 相
月 月
20 5 そ元火火

日 日

（水） 伏）
日

坂宮 山 福 担

田 内田 当

虚義
相

清 吾R火火

子盛 勝保 員

日。
C
I四

▽
日
時

▽
時
間
午
後
ー
時
30
分

1

4
時
30
分

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

⑥
心
配
ご
と
相
談

令

＊

古

＊

＊
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春の全国交通安全運動
4月6日～4月15日

新入学園児を交通事故から守りましょう。

家庭では、正しい安全指導を行うことが大切です。

特に「心ず止まって確める習慣」をつけましょう。

ドライバーの皆さんは、子供を見かけたときは、徐

行、又は一時停止をしましょう。

違法駐車は、他人に迷惑をかけるとともに、子供の

飛び出し事故の原因になりかねません。絶対にやめ

ましょう。


